
大手クレジットカード会社の株式会社ジェーシー

ビー（以下、JCB）では、オンラインでのカード入会

から「JCBカードローン」の借り入れ申し込み、公

共料金の支払い申し込み、カード利用明細の照会、

ポイントの照会や交換、支払い方法の変更など、イ

ンターネット上で様々なサービスを提供し、顧客

の利便性を高めている。現在ではホームページ全

体で月間約6000万ページビューと、金融系サイ

トの中でもトップクラスのアクセスを誇る。またイ

ンターネット上の登録制サービス「MyJCB」の利

用者も2006年3月末時点で230万人を数える。 

その一方で、インターネットには日々新たな脅威

が登場しているため、顧客の不安を解消してい

く取り組みも欠かせない。JCBでは、従来からサー

ビスの種類だけでなく、使いやすさや分かりや

すさを重視したサイト作りを心掛けてきたが、そ

れだけでなく、セキュリティを高め、利用者が安

心してアクセスできるような環境の構築にも取

り組んでいる。その一環として、2005年1月の

リニューアルでは、ウイルスや不正アクセスを防

止するセキュリティサービスを導入している。 

 

 

 

 

近年になって、巧妙に利用者の心理につけ込ん

で偽のサイトにアクセスさせ、クレジットカード

の番号やオンラインバンキングのログイン情報

などを盗み取るフィッシング（Phishing）詐欺

が多発している。フィッシング詐欺は金融業のイ

ンターネットサービスやオンラインショッピング

など、金銭のやり取りが発生するサイトを対象に

行われることが多いため、業界各社はその対策

を迫られている状況だ。 

フィッシング詐欺に対する顧客の不安が高まっ

ていることを受け、JCBではいち早く対策を講

じるべく、2005年3月頃から本格的な検討を

開始した。 

「幸いなことにJCBのお客様がフィッシングによ

る被害に遭われたという事態は今のところ確認

されていません。ですが、お客様の不安感を払

拭する必要があったのです。実際、お客様から

は『本当にJCBのホームページであるかどうか

確認できる手段がほしい』といった要望もいた

だいています。お客様に安心してお使いいただ

けるよう、フィッシング詐欺対策に乗り出したの

です」と、JCBマーケティング本部チャネル統

括部 インターネット統括グループ 係長の岩橋

大輔氏は言う。 

クレジットカードのビジネスにおいては、ブラ

ンドイメージが重要な意味を持つ。安心して使

えるインターネットサービスを提供することは、

そのブランドイメージ向上にもつながるという

わけだ。 

 

 

 

 

より安全にアクセスできるサイトを目指し 
フィッシング詐欺対策ソリューションを導入。 

クレジットカード業界大手の株式会社ジェーシービーは、フィッシング詐欺による被害か

ら顧客を守り、ホームページに安心してアクセスできるようにするため、セキュアブレイ

ンのフィッシング詐欺対策ソリューション「PhishWall Server」を導入した。フィッシ

ング対策のサービスを短時間でも停止させることのないよう、データベースサーバに

無停止サーバを採用したのが同社のシステムの特徴だ。PhishWall Serverの導入や

検証は順調に完了し、2006年1月から運用を開始している。この対策は「安心感」や

「信頼感」によって、JCBのブランドイメージを向上させることになったと言えるだろう。 

PhishWall Server（フィッシュウォール・サーバ） 
導 入事例  

導入企業 

株式会社ジェーシービー 
●設立：1961年1月 

●資本金：66億1610万円 

●従業員数：2337名 
（2005年3月末日現在） 

●本社所在地： 
東京都港区南青山5-1-22  
青山ライズスクエア 

●事業内容： 
クレジットカード業務、 クレジットカード
業務に関する各種受託業務、融資業務、 
信用保証業務、 集金代行業務、ギフトカー
ドの発行・販売業務 

導入概要 

●導入ソフトウェア 
フィッシング詐欺対策ソリューション: 
PhishWall Server（セキュアブレイン） 

●サイト規模 
全体で約2000ページ、  
月間アクセス約6000万ページビュー 

●プロジェクト期間 
約1カ月間（2005年12月） 
 
 

株式会社ジェーシービー 

 

SecureBrain PhishWallとは 
PhishWallは、顧客が接続したホームページが本物であるかどう

かをチェックして、その安全性を顧客のブラウザ上に表示するシ

ステムです。 

企業がPhishWall Serverを導入すると、自社のWebサーバの

安全性を顧客のブラウザ上に「緑」のシグナルで表示することが

でき、顧客は一目でそのホームページが本物だと分かり、安心し

てインターネットを利用できます。  

自社のWebサーバが「本物」である事を顧客に対して証明でき、

信頼を高めることができる画期的なフィッシング詐欺対策です。 

多様なサービスを使いやすく、 
かつ安全に提供するサイト運営 

顧客の不安を払拭し、 
安心というブランドイメージ向上を 
 

PhishWall対応のWebサーバ 
 

ユーザ 

PhishWall対応のホームページにアクセスすると 
ツールバーに「緑」のシグナルを表示 




